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葉色診断

 

 

 

 

 

「つや姫」出荷基準実施標準マニュアル

山形｢つや姫｣｢雪若丸｣ブランド化戦略推進本部

１　目的　
　「つや姫」出荷基準基本方針を円滑に実施するため、自主仕分け方法により類型化し具体的な手順を標準マニュアルとして示す。
２　標準マニュアルの名称と自主仕分け方法　
	標準

マニュアル

名
	自主仕分け方法

	マニュアル
（Ａ）
	農産物検査時に、食味分析を行い、測定結果に基づき自主仕分けを行う場合　　　　　　　　　　　　　（農産物検査場に食味分析計を設置）

	マニュアル
（Ｂ）
	農産物検査の前に、食味分析を行い、測定結果に基づき集荷時に自主仕分けを行う場合　　　　　　（農産物検査場以外に食味分析計を設置）

	マニュアル
（Ｃ）
	共同乾燥調製施設を利用し、出荷時に食味分析を行い、測定結果に基づき自主仕分けを行う場合　　（共同乾燥調製施設に食味分析計を設置）


３　マニュアルの作成と提出　
実施者は、該当する標準マニュアルに基づき「つや姫」出荷基準実施マニュアルを作成し、山形｢つや姫｣｢雪若丸｣ブランド化戦略推進本部に提出するものとする。

提出期限は、当該年の９月１０日までとする。
「つや姫」出荷基準実施標準マニュアル（Ａ）
実施者：                   
１　目的　
「つや姫」のブランド米としての評価確立に向け、「品質・食味・安全の三位一体の栽培法を重視したおいしい米」に相応しい「つや姫」を出荷するため、「つや姫」出荷基準基本方針に基づき、「つや姫」出荷基準実施マニュアルを作成する。

２　「つや姫」出荷基準　
「つや姫」出荷基準の基準項目及び水準は、下表のとおりとする。
	項　目
	水　準

	玄米粗タンパク質含有率
	出荷基準： ６．４％以下（水分１５％換算）


　　注）水分１５％換算の玄米粗タンパク質含有率６．４％は、乾物換算７．５％である。

３　自主仕分けによる米の取扱方針　
出荷基準による自主仕分けを実施した米のうち、出荷基準に適合しない「つや姫」は精米段階において単一銘柄表示を行わないよう取り扱うものとする。
農産物検査の品位格付けで3等以下となったものは、出荷基準に適合しない「つや姫」と同様の取扱いとする。
４　基準項目の確認手順等　
（１）葉色診断

葉色診断については、別紙により実施し、ほ場段階の仕分けを行う。

（２）サンプルの採取

　葉色診断の結果に基づき、ほ場段階の仕分け区分ごとに収穫・乾燥・調製されたものを集荷し、ほ場段階の仕分け区分ごとに農産物検査を実施する。品位格付け等検査終了後に、ほ場段階の仕分け区分ごとに見取り盆から容器に移し替えたうえで、食味分析用サンプルを５００ｇ程度採取する。なお、３等以下に格付けされたサンプルは、見取り盆から除外し、食味分析用サンプルに含めないものとする。
（３）基準項目の確認

採取したサンプルを食味分析計に投入し、玄米粗タンパク質含有率を測定する。測定結果を野帳に転記するとともに、印字結果を保存する。
（４）生産者への報告及びチェックリストの提出
実施者は、生産者へ印字結果の写しを添付し報告する。
生産者は、「つや姫」食味向上栽培チェックリストに測定結果を転記する。
生産者は、「つや姫」食味向上栽培チェックリストの写しを実施者あて提出する。

実施者は、「つや姫」食味向上栽培チェックリストの写しをとりまとめのうえ、11月30日までに農業技術普及課あて提出する。

５　保管及び自主仕分け出荷　
（１）４の確認結果に基づき、倉庫等で集荷玄米を区分して保管する。なお、農産物検査の品位格付けで3等以下となったものは、出荷基準に適合しない「つや姫」と同様に取り扱う。
（２）倉庫等での保管にあたっては、必要スペースの確保に努め、区分ごとに明確な表示を行い、的確に保管し、区分ごと出荷する。
標準マニュアル（Ａ）のフロー図　









「つや姫」出荷基準実施標準マニュアル（Ｂ）

実施者：                   
１　目的　
「つや姫」のブランド米としての評価確立に向け、「品質・食味・安全の三位一体の栽培法を重視したおいしい米」に相応しい「つや姫」を出荷するため、「つや姫」出荷基準基本方針に基づき、「つや姫」出荷基準実施マニュアルを作成する。

２　「つや姫」出荷基準　
「つや姫」出荷基準の基準項目及び水準は、下表のとおりとする。
	項　目
	水　準

	玄米粗タンパク質含有率
	出荷基準： ６．４％以下（水分１５％換算）


　　注）水分１５％換算の玄米粗タンパク質含有率６．４％は、乾物換算７．５％である。

３　自主仕分けによる米の取扱方針　
出荷基準による自主仕分けを実施した米のうち、出荷基準に適合しない「つや姫」は精米段階において単一銘柄表示を行わないよう取り扱うのもとする。
農産物検査の品位格付けで3等以下でとなったものは、出荷基準に適合しない「つや姫」と同様の取扱いとする。
４　基準項目の確認手順等　
（１）葉色診断

葉色診断については、別紙により実施し、ほ場段階の仕分けを行う。

（２）サンプル採取

葉色診断の結果に基づき、ほ場段階の仕分け区分ごとに収穫・乾燥・調製されたものを集荷し、ほ場段階の仕分け区分ごとにサンプルを採取し、生産者、品種、採取年月日、仕分け区分の総量を記入の上、測定場所に運搬する。

なお、サンプルは、ほ場段階の仕分け区分の概ね１ｈａごとに1点５００ｇ採取するものとする。

（３）基準項目の確認

採取したサンプルを食味分析計に投入し、玄米粗タンパク質含有率を測定する。測定結果を野帳に転記するとともに、印字結果を保存する。

（４）生産者への報告及びチェックリストの提出

実施者は、生産者へ印字結果の写しを添付し報告する。

生産者は、「つや姫」食味向上栽培チェックリストに測定結果を転記する。

生産者は、「つや姫」食味向上栽培チェックリストの写しを実施者あて提出する。

実施者は、「つや姫」食味向上栽培チェックリストの写しをとりまとめのうえ、11月30日までに農業技術普及課あて提出する。

（５）集荷と農産物検査

基準項目の確認結果に基づき、仕分け区分ごとに集荷し、仕分け区分ごとに農産物検査を実施する。

５　保管及び自主仕分け出荷法　
（１）４の確認結果に基づき、倉庫等で集荷玄米を区分して保管する。なお、農産物検査の品位格付けで3等以下となったものは、出荷基準に適合しない「つや姫」と同様に取り扱う。
（２）倉庫等での保管にあたっては、必要スペースの確保に努め、区分ごとに明確な表示を行い、的確に保管し、区分ごと出荷する。

標準マニュアル（Ｂ）のフロー図










「つや姫」出荷基準実施標準マニュアル（Ｃ）
実施者：                   
１　目的　
「つや姫」のブランド米としての評価確立に向け、「品質・食味・安全の三位一体の栽培法を重視したおいしい米」に相応しい「つや姫」を出荷するため、「つや姫」出荷基準基本方針に基づき、「つや姫」出荷基準実施マニュアルを作成する。

２　「つや姫」出荷基準　
「つや姫」出荷基準の基準項目及び水準は、下表のとおりとする。
	項　目
	水　準

	玄米粗タンパク質含有率
	出荷基準： ６．４％以下（水分１５％換算）


　　注）水分１５％換算の玄米粗タンパク質含有率６．４％は、乾物換算７．５％である。

３　自主仕分けによる米の取扱方針　
出荷基準による自主仕分けを実施した米のうち、出荷基準に適合しない「つや姫」は精米段階において単一銘柄表示を行わないよう取り扱うものとする。
農産物検査の品位格付けで3等以下となったものは、出荷基準に適合しない「つや姫」と同様の取扱いとする。
４　基準項目の確認手順等

（１）葉色診断

葉色診断については、別紙により実施し、ほ場段階の仕分けを行う。
（２）収穫及び荷受・乾燥・調製・保管
葉色診断の結果に基づき、ほ場段階の仕分け区分ごとに収穫し、共同乾燥調製施設に搬入する。共同乾燥調製施設においては、ほ場段階の仕分け区分ごとに荷受し、自主検査サンプルを採取し、乾燥・調製・保管を行う。
なお、収穫物の搬入・荷受時は、荷受けホッパー等を指示する人員を配置し、葉色診断の結果に基づき、的確な区分作業に努める。

（３）サンプル採取と基準項目の確認

玄米出荷時において、出荷ロット単位に農産物検査を実施し、出荷ロット単位で調査用サンプルを５００ｇ採取し、玄米タンパク質含有率を測定する。測定結果を野帳に転記するとともに、印字結果を保存する。

また、荷受け時の自主検査サンプルを活用し、11月20日までに荷受ごとの玄米粗タンパク質含有率を測定する。測定結果を印字し野帳に転記するとともに保存する。

（４）生産者への報告及びチェックリストの提出

実施者は、生産者へ印字結果の写しを添付し報告する。

生産者は、「つや姫」食味向上栽培チェックリストに測定結果を転記する。

生産者は、「つや姫」食味向上栽培チェックリストの写しを実施者あて提出する。

実施者は、「つや姫」食味向上栽培チェックリストの写しをとりまとめのうえ、11月30日までに農業技術普及課あて提出する。

５　自主仕分け出荷　
（１）４の確認結果に基づき出荷を行う。なお、農産物検査の品位格付けで3等以下となったものは、出荷基準に適合しない「つや姫」と同様に取り扱う。
（２）荷受け・乾燥計画を綿密に作成し、計画的な施設運営を行う。
標準マニュアル（Ｃ）のフロー図











　○葉色診断法　
高品質・良食味米を生産するため、７月１０日頃に生育・葉色診断を実施する。

７月１０日の生育・葉色診断









　








「つや姫」出荷基準基本方針

１　目的

「つや姫」のブランド米としての評価確立に向け、「つや姫」の品種特性を発揮して「品質・食味・安全の三位一体の栽培法を重視したおいしい米」に相応しい「つや姫」を出荷するため、「つや姫」出荷基準を設定し、自主仕分け出荷する。

２　適用年産

　　「つや姫」出荷基準は平成22年産米から適用する。

３　対象米穀、対象者及び実施者

（1） 対象米穀　

水稲品種「つや姫」
（2） 対象者

「つや姫」認定生産者

（3） 実施者

ＪＡ、米穀集荷業者、「つや姫」認定生産者及び認定生産者の組織する団体

４　出荷基準

　　出荷基準の項目、水準及び確認方法は、次のとおり。

	項　目
	水　準
	確認方法

	玄米粗タンパク質含有率


	出荷基準：６．４％以下

（水分１５％換算）
	食味分析計により確認




注）水分１５％換算の玄米粗タンパク質含有率６．４％は、乾物換算７．５％である。

　　なお、出荷基準に適合する「つや姫」は、農産物検査の品位格付け１等級及び２等級とする。

５　自主仕分け出荷

（１）「つや姫」認定生産者は、「つや姫」栽培マニュアルに基づき生産し、出荷する。また、「つや姫」食味向上栽培チェックリスト及び肥料・農薬・資材等の使用履歴を記帳するとともに、葉色診断に取り組むものとする。

（２）実施者は、玄米粗タンパク質含有率による出荷基準を設定する。なお、基準は全県統一のものとする。

（３）実施者は、「つや姫」認定生産者から出荷された「つや姫」を流通させる前（例　農産物検査受験前など）に出荷基準に適合するか確認し、自主仕分けし、区分保管する。

（４）実施者は、原則として出荷基準に適合しない「つや姫」は精米段階において単一銘柄表示を行わないことを申し合わせるものとする。

以上、産地内合意を踏まえ、実施者は「つや姫」出荷基準運用ガイドラインに沿った「つや姫」出荷基準実施マニュアルを作成し、「つや姫」の自主仕分け出荷を行うものとする。
「つや姫」出荷基準運用について

－ガイドライン－
平成２２年３月１０日

「つや姫」生産者認定委員会委員長通知
１　目的
「つや姫」出荷基準運用ガイドライン（以下、「ガイドライン」）は、「つや姫」のブランド米としての評価確立に向け、「品質・食味・安全の三位一体の栽培法を重視したおいしい米」に相応しい「つや姫」を出荷するため、「つや姫」出荷基準基本方針（平成２２年３月１０日付け）を円滑に運用するため基本的な考え方を示すものである。
２　実施者：「つや姫」出荷基準に取り組む者
ＪＡ、米穀集荷業者、「つや姫」認定生産者及び認定生産者の組織する団体

３　基準項目及び水準
（１）基準項目及び水準

	項　目
	水　準

	玄米粗タンパク質含有率
	出荷基準： ６．４％以下（水分１５％換算）


　　注）水分１５％換算の玄米粗タンパク質含有率６．４％は、乾物換算７．５％である。

（２）基準項目の設定の考え方

ア　玄米粗タンパク質含有率と食味官能評価は相関が高く、玄米粗タンパク質含有率が高くなると食味官能評価が下がる傾向にあることから、基準項目として設定する。

イ　水準の設定は、玄米粗タンパク質含有率７．６％（乾物）を超えると「つや姫」基本栽培マニュアルに掲げる食味目標値である玄米粗タンパク質含有率７．０％（乾物）に比較して明らかに食味総合評価の低下が見られるとの、試験研究結果に基づくものである。

ウ　生産者及び実施者は、「つや姫」基本栽培マニュアルに掲げる玄米粗タンパク質含有率の目標値７．０％（乾物）に向けて、食味の向上に努めるものとする。
４　出荷基準による自主仕分けの実施に向けた準備

実施者は「つや姫」出荷基準（以下、「出荷基準」という。）による自主仕分けを円滑かつ的確に実施するため、次により事前の準備を行う。

（１）生産者への情報提供と理解促進
「品質・食味・安全の三位一体の栽培法を重視したおいしい米」を生産し、「つや姫」のブランド米としての評価を確立するため、出荷基準の必要性について生産者への理解促進を図る。

（２）出荷基準の確認に関する地域の合意
玄米粗タンパク質含有率の測定は市販されている食味分析計により分析した数値で、その適合を確認し区分することを、あらかじめ、生産者に情報提供し合意形成を図ったうえで実施する。

（３）「つや姫」栽培マニュアルの徹底と葉色診断

　　ア　は種前の栽培マニュアル研修会及び栽培期間中に現地検討会などを行い、食味を重視した栽培マニュアルの徹底を図る。

　　イ　生産者の「つや姫」栽培マニュアル食味向上チェックリスト及び肥料・農薬・資材等の使用履歴の記帳状況などを把握するとともに、葉色診断の項目について良好な状況にあるかを確認する。

（４）基準サンプルと食味分析計の調整

　　　　玄米粗タンパク質含有率を測定する食味分析計については、ケルダール分析法等の精度の高い化学分析に基づいて作る基準サンプルにより調整を行うとともに、使用期間中に適宜、基準サンプルによる再調整を行う。
　　　　　　　

５　基準項目の確認手順等
　　実施者は、集出荷形態に合わせて、次の手順により玄米粗タンパク質含有率の確認を行う。

（１）集出荷を個袋で行う場合

ア　原則として、農産物検査時に食味分析用のサンプルを集荷単位で収集し、玄米粗タンパク質含有率を測定し確認する。なお、サンプルの採取単位は、農産物検査法に定める農産物の品位等検査に係る標準抽出方法に準じることが望ましい。

イ　農産物検査時に玄米粗タンパク質含有率を測定し確認することができない場合は、ほ場段階で葉色診断技術を行うことを前提として、農産物検査前にあらかじめサンプルの玄米粗タンパク質含有率を分析し確認したうえで自主仕分けすることができる。

（２）共同乾燥調製（貯蔵）施設における玄米粗タンパク質含有率の測定

ア　葉色診断技術を活用しほ場段階で仕分けを行うことを前提とする。

イ　荷受け時の自主検査サンプルを活用し、出荷までに荷受ごとの玄米粗タンパク質含有率を測定し確認する。

ウ　玄米出荷時において、出荷ロット単位で調査用サンプルを採取し、玄米粗タンパク質含有率を測定し確認する。

６　自主仕分け集荷を実施した米の取り扱い
実施者は、出荷基準による自主仕分けによる米の販売取扱を明確にするために、次により取扱方針等を定めるとともに、施設における区分けを行う。

（１）取扱方針

出荷基準による自主仕分けを実施する米の販売取扱について、生産者の合意形成を得たうえで、集荷までに「つや姫」出荷基準実施マニュアルを作成するとともに、自主仕分けや品質格差等について、取扱方針の中に取り決めておくものとする。
（２）個袋集荷における区分け
ア　５の確認結果に基づき、倉庫等で出荷玄米を区分して保管する。

イ　倉庫等での保管にあたっては、区分ごと玄米のはい付け等を指示する人員を配置するとともに、必要スペースの確保に努め区分ごとに的確に保管する。

（３）共同乾燥調製（貯蔵）施設における区分け
ア　５の確認結果に基づき、施設内で区分して乾燥・保管する。
イ　収穫物の荷受け、投入時は、出荷基準の適否に基づき荷受けホッパー等を指示する人員を配置するなど、的確な区分作業に努める。

ウ　荷受け～玄米タンパク質含有率の測定～区分乾燥・保管までの一連の作業を効率的かつ的確に実施するため、当該年の荷受け計画等に基づき、計画的な施設運営を行う。

７　食味・品質向上対策の取組方法
実施者は、「つや姫」の高品質良食味米栽培技術の高位平準化を図るため、次により食味品質向上対策を実施する。

（１）栽培適地マップ・栽培マニュアルに基づく生産技術の高位平準化
栽培適地マップ及び栽培マニュアルに基づき「品質・食味・安全の三位一体の栽培方法を重視したおいしい米」の生産に向け、総合支庁農業技術普及課やＪＡ等と連携して、栽培マニュアル研修会や現地検討会などを実施し、高品質良食味米栽培技術の高位平準化を図る。

（２）技術対策の実施状況の確認
生産者が生産対策を確実に実践することを図るため、「つや姫」食味向上栽培チェックリストの活用等により、技術対策の実施状況について確認を行うとともに、実施状況に応じて追加対策を行うなどの対応を行う。
（３）食味・品質調査結果の情報提供（フィードバック）
ア　生産者の分析結果を取りまとめ、各生産者に提示し次年度の作付けに活用する。
イ　各農業技術普及課や農業総合研究センターの指導により測定結果及びチェックリスト等をもとに､食味・品質の要因を分析し、食味・品質の向上に向けた取組みを実施する。
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茎数が650本／㎡以上


または葉色41以上








茎数が600～650本／㎡


または葉色39～41








茎数が600本／㎡


かつ葉色39以下








対応





出穂30～25日前


Ｎ成分で1.5㎏/10a





出穂30～25日前


Ｎ成分で1.0㎏/10a





出穂25日前頃までに





葉色が低下　しない場合





葉色が低下した場合





7月10日の生育診断で


追肥対応を確実に実施








追肥無し





Ｎ成分で1.0㎏/10a





穂揃期の葉色診断①＊葉色は葉緑素計（ＳＰＡＤによる測定値）


平均的な１０株の最長稈の止葉の葉色


３３以下（玄米粗タンパク質含有率７．０％）


３８以下（玄米粗タンパク質含有率７．５％）





出穂20日後の葉色診断②　＊葉色は葉緑素計（ＳＰＡＤによる測定値）


平均的な１０株の最長稈の止葉の葉色


２８以下（玄米粗タンパク質含有率７．０％）


３５以下（玄米粗タンパク質含有率７．５％）





実施者は、別紙葉色診断野帳を作成する。穂肥時期、穂揃期・出穂20日後の葉色診断結果を踏まえ、ほ場段階の仕分けを行う。





○葉色診断の手順と記帳について








生産者は、農業技術普及課やＪＡ等の展示ほを活用した栽培講習会等に参加し、葉色診断を行った「つや姫」の生育状況（葉色）を確認の上、自らのほ場の生育状況（葉色）と比較を行う。








7月10日頃


生育・葉色が適正と判断される場合は、葉色診断野帳及び「食味向上栽培チェックリスト」に、生育状況を記入し、診断項目の葉色の欄に「適正」と記入する。


生育・葉色が基準を上回る場合は、生産者は実施者とともに、農業技術普及課やＪＡ等所有の葉緑素計により葉色を測定し、葉色診断野帳及び「食味向上栽培チェックリスト」に生育状況を記入のうえ、「対応」を記入する。








穂揃期


葉色が、適正と判断される場合は、葉色診断野帳及び「食味向上栽培チェックリスト」の葉色の欄に、「適正」と記入する。


玄米の粗タンパク質含有率が、出荷基準を上回ることが懸念される葉色の場合は、生産者は実施者とともに、農業技術普及課やＪＡ等所有の葉緑素計により葉色を測定し、葉色診断野帳及び「食味向上栽培チェックリスト」に「数値」を記入する。








出穂期20日後


葉色が、適正と判断される場合は、葉色診断野帳及び「食味向上栽培チェックリスト」の葉色の欄に、「適正」と記入する。


玄米の粗タンパク質含有率が、出荷基準を上回ることが懸念される葉色の場合は、生産者は実施者とともに、農業技術普及課やＪＡ等所有の葉緑素計により葉色を測定し、葉色診断野帳及び「食味向上栽培チェックリスト」に「数値」を記入する。��





参考








PAGE  

